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イカリモンハンミョウの班紋

野 中 勝

名古屋で開かれた昆虫即売会で九州産のイカリモンハンミョウを入手したので、石川県

産と並べて写真を撮ってみた(写真－１)。左から石川県羽咋市産、鹿児島県中種子島町、

宮崎県日向市産で、いずれも上が雄、下が雌である。一見して石川県と種子島のものは白

帯が太く、宮崎県のものはこれが細いのが分かる。３産地のものをそれぞれ少なくとも10

頭は見ているが、この特徴は安定しているようである。外国産のものも含めた詳細な検討

が望まれる。

石川県の標本を恵与された中西重雄氏、いろいろと情報を提供して下さった井村正行氏

に感謝したい。

《のなか まさる 〒458 名古屋市緑区伝治山1-2 タウン伝治山9-206》

幻光に輝く雌のコムラサキ

松 井 正 人

能登産のコムラサキを飼育したところ、紫色の幻光に輝く黒色型の１♀が羽化した。こ

の個体の両親も飼育によって羽化したもので、両親はどちらも黒色型である。

幻光は♂のそれほど強くは無いが、一見してそれと気付くもので、飼育で羽化する鱗粉

の載りの薄い（一般にそう言われている）個体に良く似ている。同一母蝶から羽化した個

体と比較したのが写真－２で、翅形は♂型、斑紋は♀型、交尾器を確認すると♀だった。

１９９４年７月１３日 中島町北免田 １♀羽化

《まつい まさと 〒920-01 金沢市大場町東８７１－１５》

石川県最北のギフチョウ

松 井 正 人

ギフチョウは石川県加賀地方に広く生息しているが、能登地方には偶産の記録が有るだ

けで生息していない。金沢市～津幡町に分布の境界が有ると思われ、今の調査段階では国

道304号線とほぼ重なっている。

ギフチョウの分布にカンアオイは不可欠で、この辺りは平栗付近のようにベッタリとは

自生せず、狭い範囲にしか見られない。今後、新たな自生地が見付かる事は充分予想さ

れ、最北の地は北へ動く可能性がある。

《まつい まさと 〒920-01 金沢市大場町東８７１－１５》
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金沢市倉ケ岳のツマグロヒョウモン

牧 原 悟 郎

金沢市倉ケ岳のツマグロヒョウモンについて、牧原（1995）の続報を報告します。

目撃、採集とも記録は筆者のものです。

ツマグロヒョウモン：金沢市倉ケ岳

1995年８月10日 山頂 １♂目撃 1995年９月12日 山頂 ３♂目撃

1995年８月29日 山頂 １♂目撃 1996年９月２日 山頂 １♂目撃

1995年９月12日 ﾊﾟﾗﾎﾞﾗｱﾝﾃﾅ付近草原 １♂採集

1996年は♀に会うことを期待していたのですが、釣や茸に熱中してしまい、チャンスを

逸してしまいました。９月２日にようやく会うことができましたが、かなりボロの♂で

した。

《 参考文献 》

牧原悟郎（1995）北陸の蝶２題．翔（116 ：９．）

《まきはら ごろう 〒924 松任市山島台３－４４》

宝達山にいたウスバシロチョウ

松 井 正 人

宝達山(羽咋郡押水町)のウスバシロチョウは、古くは武藤(1963)によって報告され、最

近では嵯峨井(1987)によって報告されている。筆者も嵯峨井氏と同年に発生地を確認し、

その後毎年訪れるようにしている。

ウスバシロチョウは、山崎から宝達にかけての宝達川河原に多く見られ、河原や土手に

は食草のムラサキケマンが見られた。ところが、ある年この河原にバックホウが入り、河

原を掘り下げていた。宝達川は天井川で、河床を下げる必要が生じたらしい。一面に掘り

下げられた後には、河原は無くなっていた。

最大の発生地は消えてしまったが、土手や周辺で発生は続くだろうと考えていた。しか

し、その後ウスバシロチョウは、全く観察されなくなった。

河原は再生されつつあるが、この地にウスバシロチョウが飛ぶのは何時の事だろうか。

《参考文献》

武藤 明(1963)能登半島のトンボとチョウ(2).生物研究(福井) 7(1･2):19-23.

嵯峨井淳郎(1987)宝達山のウスバシロチョウ.翔(65):2.

《まつい まさと 〒920-01 金沢市大場町東８７１－１５》
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釈迦林道（六万山）におけるカミキリムシ採集記録

矢 田 新 平

白峰村釈迦林道（六万山）で採集したカミキリムシについて、報告する。

1995年６月18日、天候は曇、気温は20～22℃、11時45分から15時30分の３時間45分で、

釈迦林道入口より約６㎞を往復し、主にタニウツギ、ミズキ、シシウド等の花をスィーピ

ングした。タニウツギは満開でミズキは満開の時期を終えていたが、カミキリムシはタニ

ウツギよりミズキの方に多かった。

ＮＯ 種 名 採集数 ＮＯ 種 名 採集数

1 ﾑﾈｱｶﾖｺﾓﾝﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ 7 9 ﾅｶﾞﾊﾞﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ 76

2 ﾆｾﾖｺﾓﾝﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ 29 10 ｷﾍﾞﾘｸﾛﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ 2

3 ｲﾖﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ 1 11 ﾌﾄｴﾘﾏｷﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ 1

4 ｾｽｼﾞﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ 77 12 ﾋﾅﾙﾘﾊﾅｶﾐｷﾘ 1

5 ﾐﾜﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ 25 13 ﾖｽｼﾞﾊﾅｶﾐｷﾘ 6

6 ﾌﾀｵﾋﾞﾉﾐﾊﾅｶﾐｷﾘ 44 14 ｼﾅﾉｸﾛﾌｶﾐｷﾘ 1

7 ﾁｬｲﾛﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ 24 15 ﾋﾒﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾐｷﾘ 1

8 ｼﾗﾈﾋﾒﾊﾅｶﾐｷﾘ 1 16 ﾁﾋﾞｺﾌﾞｶﾐｷﾘ 1

セスジヒメハナカミキリ、ナガバヒメハナカミキリ、フタオビノミハナカミキリは

多く、ネットに入ったが放虫したものもある。また、一週間前に富沢 章氏により多数の

シロトラカミキリが採集されているが、この日は採集できなかった。

同日、白峰村市ノ瀬の道路脇の杉材より、スギカミキリ２頭も採集している。

最後に、種の同定をしていただいた井村正行氏に、紙上をお借りして深謝申し上げる。

《やた しんぺい 〒923 小松市上小松町丙１９２－８》

1996年ゴマシジミ採集記 １．白山編

勝 海 雅 夫

1996年の高山性蝶の発生について考えてみると、５月～６月にかけての温暖な気候が幸

いして発生は例年並となり、乗鞍のオオイチモンジも７月20日頃には♀が発生のピークを

迎えている。しかし、残雪が多く残る沢筋で発生する種類では、10日程遅れたように思わ

れる。この影響をまともに受けたのが、クモマツマキ、オオゴマシジミ、ミヤマモンキ、

タカネキマダラセセリなどである。では、ゴマシジミはどうだったかというと、白山山系
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ではやはり例年より10日程遅かった。そんな訳で、1996年は恒例のお盆採集にタイミング

良くゴマシジミが発生したのだった。

《ムモンアカシジミに寄り道》

８月11日早朝、白峰村のムモンアカシジミに寄り道する事にした。朝露にぬれるミズナ

ラを叩くと、いつもの発生木からまず１頭飛び上がったが、ヨタヨタと奥のミズナラ林へ

サヨナラするではないか 「先が思いやられるなぁ」と思いながらも、気をとり直して周。

りを縦横にビーティングした結果、やっと１頭をネットイン。目撃は、３～４頭と例年よ

り少なく感じた。

《時期ピッタリのゴマシジミ》

ムモンアカシジミを早々に切り上げ、一路白山スーパー林道を目指す。今回はじっくり

ゴマシジミを捜す予定で、有効期限８月15日までのスーパー林道のチケットを往復で購

入。午前９時半、スーパー林道県境トンネルを抜けて三方岩岳に着いた。草地は未だ朝露

でびっしょり濡れている。カライトソウの花穂は開花６割、蕾４割とゴマシジミの時期に

バッチリ。ゆっくりと３時間探し回り、ゴマシジミの目撃観察は７頭で、岐阜県側３♂

２♀、石川県側２♀。キベリタテハも、石川県側の岩棚で目撃する事ができた。他には、

ジョウザンミドリ２♂、ヒメキマダラヒカゲ１♂を観察。アイノミドリ１♂、アサギマダ

ラ１頭を目撃し、遅い昼飯をとっている間に、何やら雲行きが怪しくなってきた。この時

期特有の雷雨が、峰々をゆっくりと侵略しはじめたので、あわてて岐阜県側に下山した。

《要注意のアサマシジミ》

三方岩岳で注意したいのは、アサマシジミ。1995年８月12日岐阜県側三方岩岳駐車場上

部にて完全個体１♂を目撃している事から、今回チェックしたが、それらしき個体も見受

けられなかった。食草は、駐車場トンネルの入り口付近のイワオウギ、または駐車場上部

のイワオウギかと考えるが、憶測に過ぎない。

《時期にはギフチョウが》

スーパー林道の馬狩ゲートをくぐったのは、午後２時40分を過ぎていた。春はギフチョ

ウで賑わう白川村馬狩である。ここのギフチョウはウスバサイシン食いで、国道156号

沿線では富山県東砺波郡平村上松尾や小来栖から、岐阜県大野郡白川村馬狩、大窪、保木

脇、平瀬まで確認している。ギフチョウは明るいタイプで、特に♀の後翅肛角部の赤が発

達した個体が多い。発生時期は、５月上旬～中旬にかけてである。

《締めくくりは温泉で》

ゴマシジミが多産する三方崩山への登山道は、平瀬からついている。この登山道脇に村

営温泉があり、格安で誰もが利用できるので、採集の疲れを癒して家路につくのもオツな

もの。我々の容姿も、朝露とドロにまみれたドロドロ状態なので、一風呂浴びていくこと

にした。

《かつみ まさお 〒525 草津市野村7-16-15 Uｺｰﾄ202》
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石川県のシジミチョウ ３

松 井 正 人

前回（NO.124 FEB.1997）に引続き、石川県のシジミチョウについて紹介する。

同産地のデータは最も新しいものを採用し、メッシュ分布図は国土地理院発行の５万分の

１の地形図を16等分して用いた。

７ コツバメ

能登地方で記録されていないが、県内に広く分布すると思われる。

参考文献

1964年 5月 5日 鹿島町芹川 １頭 尾田良知 781

1971年 5月 3日 押水町東間 １頭 嵯峨井淳郎 412

1979年 5月 3日 金沢市河内谷 ２頭目撃 松井正人

1985年 4月28日 金沢市観法寺 １頭目撃 松井正人

1979年 5月 3日 金沢市菊水 ２頭目撃 松井正人

1985年 4月28日 金沢市曲子原 １頭目撃 松井正人
1986年 5月 0日 金沢市金沢城跡 １頭目撃 古見 克 379

1978年 5月16日 金沢市犀川ダム １頭目撃 松井正人

1980年 5月 4日 金沢市倉谷川 ８頭目撃 松井正人

1982年 4月16日 金沢市中戸 １頭目撃 松井正人

1993年 4月17日 金沢市東原 ２頭目撃 松井正人

1979年 4月22日 金沢市栃尾 ２♂ 金平永二 431

1979年 5月 2日 金沢市日尾 ２頭目撃 松井正人

1991年 4月17日 金沢市平栗 １頭目撃 松井正人

1993年 4月17日 金沢市牧山 １頭目撃 松井正人

1985年 4月29日 金沢市娚杉 ２♀ 澤田 博

1987年 5月10日 河内村コツ谷の頭 ３頭目撃 松井正人

1979年 5月 4日 河内村下金間 ２頭目撃 松井正人

1989年 5月22日 河内村上福岡 １頭目撃 中野 純 144

1958年 4月20日 鳥越村阿手 ２頭 小坂 巌 104

1992年 5月10日 鳥越村左礫 １頭目撃 松井正人

1994年 4月17日 吉野谷村下吉野 １頭 高田兼太
1991年 4月28日 尾口村鴇ケ谷 目撃 竹谷宏二

1994年 6月 4日 白峰村砂御前山 １頭 富沢直浩 905

1988年 5月 1日 白峰村三ツ谷 １頭目撃 松井正人

1988年 5月 1日 白峰村市の瀬 １♂目撃 松井正人

1994年 4月29日 白峰村小赤谷 ３頭目撃 松井正人

1985年 5月15日 白峰村大道谷西山 目撃 竹谷宏二 375

1988年 5月 1日 白峰村白峰 ２頭目撃 松井正人

1985年 5月 5日 辰口町仏大寺 １頭目撃 松井正人

1977年 4月10日 辰口町和気 数頭目撃 松井正人

1980年 4月11日 小松市加賀八幡 １♀ 中山佐一郎 104

1979年 4月18日 小松市観音下 １頭 中山佐一郎 24

1986年 5月 4日 小松市岩淵 １頭目撃 松井正人

1995年 5月 6日 小松市原 １頭 富沢直浩 905

1983年 5月10日 小松市西俣 １♂ 中山佐一郎 104

1978年 4月23日 小松市大倉岳 １頭 中山佐一郎 24

1990年 3月21日 小松市大野 ４頭目撃 松井正人
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1993年 4月18日 小松市中峠 １頭 富沢直浩 905

1980年 4月21日 小松市長谷 １頭 中山佐一郎 24

1980年 4月 5日 小松市東山 １♀ 中山佐一郎 24
1990年 5月 6日 小松市動山 目撃 野中 勝

1980年 4月11日 小松市八幡 １♀ 中山佐一郎 24

1985年 4月20日 小松市尾小屋 １♂目撃 吉村久貴 590

1985年 4月10日 小松市遊泉寺 １♂４♀ 中山佐一郎 104

1984年 4月25日 小松市里川 １♂ 中山佐一郎 104

1986年 4月 8日 小松市蓮代寺 １♂ 中山佐一郎 105

1992年 5月 4日 加賀市鞍掛山 目撃 武藤 明 393

1985年 4月 6日 加賀市牛の谷峠 目撃 吉村久貴 590

1985年 4月 6日 加賀市曽宇 目撃 吉村久貴 590

1994年 4月16日 山中町中田 １頭目撃 松井正人

1984年 4月29日 山中町鶴ケ滝 １頭目撃 松井正人

８ クロシジミ

記録の全ては、犀川ダム周辺５km前後に集中している。1965年にダムが完成し二又新は

水没したが、それ以前に日尾、見定を含めた周辺集落は離村している。

参考文献

1957年 7月14日 金沢市日尾 １♀ 今井宏三・他 318

1958年 8月 4日 金沢市二又新 １♂１♀ 中村 繁 5

1973年 7月 6日 金沢市犀川ダム付近 １♂ 出嶋利明 103

1978年 7月18日 金沢市見定 １♀採集１♂目撃 吉村久貴 402

９ ウラナミシジミ

県内各地に見られ、８月頃から普通に観察される。

参考文献

1978年10月 1日 珠洲市寺家須須神社 １♀ 松井正人
1994年 8月31日 輪島市高洲山 １頭目撃 松井正人
1990年 9月22日 穴水町別所岳ピーク １頭目撃 松井正人
1963年 9月24日 鹿島町石動山 １頭 尾田良知 781
1981年 9月20日 富来町関野鼻 多数目撃 嵯峨井淳郎 474
1991年10月24日 富来町久喜 １頭目撃 松井正人
1987年 9月 6日 富来町荒屋 １♂目撃 松井正人
1994年10月30日 富来町鹿頭 １頭目撃 松井正人
1994年10月30日 志賀町江野 ３頭目撃 松井正人
1994年10月15日 羽咋市一の宮 ６頭目撃 松井正人
1990年 9月 9日 羽咋市碁石ケ峰ピーク １頭目撃 松井正人
1992年 9月15日 羽咋市次場 １０頭目撃 松井正人
1990年10月 7日 志雄町子浦 数頭目撃 松井正人
1990年10月 7日 志雄町新宮 数頭目撃 松井正人
1990年 9月24日 押水町紺屋 数幼 上田 昇
1990年10月 7日 押水町竹生野 多数目撃 松井正人
1994年 9月26日 押水町宝達山 ２頭目撃 松井正人
1995年11月19日 押水町北川尻 ３頭目撃 松井正人
1994年 9月26日 高松町黒川 多数目撃 松井正人
1992年11月14日 宇ノ気町七窪 １２頭目撃 松井正人
1992年11月14日 津幡町河北潟 １♀目撃 松井正人
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1992年11月14日 津幡町川尻 １♂目撃 松井正人
1961年10月 8日 金沢市医王山 ♂♀ 桜井正喜 52
1971年 9月12日 金沢市三口新 １頭 松井正人
1969年 8月14日 金沢市大桑 １頭 松井正人
1992年11月22日 金沢市八田 １頭目撃 松井正人
1969年 9月 8日 金沢市涌波 １頭 松井正人
1990年10月 1日 松任市三浦 １頭目撃 竹谷宏二
1984年 8月15日 鶴来町小柳 ４♂ 吉村貴己・他 574
1992年 9月20日 鳥越村河原山 １♀目撃 松井正人
1983年 9月22日 吉野谷村三方岩岳駐車場 １♂ 嵯峨井淳郎 555
1985年 9月 8日 尾口村尾口発電所 １♂目撃 松井正人
1961年 7月30日 白峰村三ツ谷 １頭 武藤 明 37
1990年10月21日 白峰村白山釈迦林道 １頭目撃 松井正人
1994年 9月26日 川北町山田先出河川敷 目撃 江口元章 302
1993年10月29日 川北町中島 目撃 江口元章 302
1994年10月 9日 辰口町仏大寺 ３頭 富沢直浩 905
1994年10月 9日 小松市鵜川遊泉寺 ３頭 富沢直浩 905
1987年 8月14日 小松市丸の内小松高校 目撃 中山佐一郎 65
1979年10月28日 小松市丸山 １♀ 中山佐一郎 104
1984年 9月26日 小松市岩渕 １頭 128
1979年10月13日 小松市吉竹 １♀ 中山佐一郎 24
1979年10月28日 小松市大山 ２♀ 中山佐一郎 24
1987年 9月21日 小松市大杉上 １♀ 中山佐一郎 105
1978年10月13日 小松市東山 ３♀ 中山佐一郎 104
1982年12月 4日 小松市平面 １♀ 中山佐一郎 104
1978年11月 6日 小松市蓮代寺 １♀ 中山佐一郎 24
1984年 9月24日 加賀市加佐岬 １♀ 吉村久貴 581
1978年10月 7日 加賀市橋立 ２♂ 松本和馬 414
1995年10月10日 加賀市出村 １頭目撃 松井正人
1996年 9月15日 加賀市片野 ２頭目撃 松井正人
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